




















































































































































念頭にして言えば， もちろん第1のクー ルー プと第2のグループ，つまり千代田区・中央区
の地域と，その周辺の台東・墨田・荒川，それから港・文京という地区が，最初に当然の
乙とながら，注目せざるを得ないという乙とになるかと思います。繰り返して申しますけ
れども，乙の地域は，人口が減っている，人口の構成がどんどん変化している地域です。
第1のク、、ルー プと第2のク、、ループの決定的な違いは，第1クツレープの千代田・中央の場合
には昼間人口が増大していますが，第2クーループの場合には，昼間人口の密度も減ってい
るという点にあるわけで，同じくインナー・シティー問題を考える場合でも，そういうと
ころから基本的な性格はかなり変わってくる乙とになろうかと思います。
私は，大都市の中心部の特lζコミュニティー形成の問題iζ関心をもっているものですか
ら，そういう問題にアプローチするために，そういうインナー・シティー問題がありそう
な地域はどういうところであり，歴史的にどういうふうに変化してきてそういう地域にな
ったのであるかというところから，今のような仕事を若干手がけてきているわけで，まだ
人口だけの程度にとどまっていますが，もちろん乙れから産業の衰退の問題とかあるいは
社会問題とかそう Lもうと乙ろまで，さまざまな指標を通してその変化を見るという作業を
つづけてゆく必要があるだろうと思っています。その作業が一段落すればインナーシティ
ー問題を念頭に置いた地域の性格というものを，より一層明確にとらえる乙とができるの
ではないかと考えています。
高橋:東京都心の社会変動 1960-1985 
差し当たり今日は，人口あるいは世帯，人口動態の非常に限られた指標だけを中心にし
て，時系列的な23区，あるいは都心の変化の話をしてみました。非常にったないお話です
が，そろそろ時間もまいりましたので，こ乙らで終わりといたします。
どうもありがとうございました。
〔付記〕乙の講演は，その後本誌第31号lと掲戴した拙稿「東京23区の変動分析 0960-19
85)ーその 1/人口・人口動態・世帯」のデータや図表の一部を用いて行なったものです。
それで，講演の原稿は，要旨をそこねない程度に手を入れて，短くしました。できました
ら，その論文を参照して頂ければ幸いです。
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